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はしがき
　長岡での産業クラスターの形成は明治期から見られるが、その背景には今でいうところの異業種交流があった。
その異業種交流は、学校の運営と密接な関係にあった。明治初期には寺子屋や私塾の延長のような形でいくつもの
学校ができたが、特に身分の融合を図り長岡藩最後の藩校である国漢学校から長岡学校に至るまでの過程において
異業種交流会的側面が顕著に出ている。
　その学校の生徒であった広井一（1865-1934）は、明治維新後の最初の世代として教育を受けることになる。彼は
平民の子として生まれ15歳で長岡学校に入学、東京専門学校（現在の早稲田大学）を卒業し、22歳で存続の危機に
あった長岡学校の教師となる。翌年には越佐毎日新聞の記者と兼任し、25歳で長岡学校を辞職している。26歳で新
聞社を譲り受け、地方の政治活動と長岡銀行（現・北越銀行）の設立、北越鉄道（現・JR信越本線）、越後鉄道（現・
JR越後線）の設立に関わるなど広範囲な活動をしていた。長岡学校の場合、学校教員でありながら他の職業と兼任
することは珍しくなく、その結果学校自体が異業種交流会となり産業の育成に大きな影響を与えていたと考えられ
る。
　またその他の異業種交流会を見ても、明治維新直後にできた長岡を中心として経済活動をしてきたランプ会、信
濃川流域を活動範囲とした地下資源の有効活用を目指した誠之会、新潟全地域を活動領域として政治色が強くなっ
ていった殖産協会は、戊辰戦争に直接関係した世代が動かしてきた。広井一は彼らによって支えられた学校で育っ
た第二世代である。
　本稿では、没後５年を記念して発行された『廣井一伝』から、彼らは長岡学校でどのような教育を受け、どのよ
うな異業種交流を展開して長岡の産業クラスター形成に影響を与えたのかを紹介する。
Ⅰ　長岡学校での教育（広井一の学生時代）（21-27ページ）
　學科は英語・國漢・數學の三科が主であつた。中々難かしくて豫習・復習を怠りなくやらなくては何がなんだが
分らなくなる。
　この正規の學科以外では、和同會に入會して演論・討論・作交などの練習・研究をやつた。この和同會は明治八
年に在學生井上圓了１等有志の人々の發起で、學生和互の懇親を厚ふし、演説の稽古を爲さんとの目的にて組織し「君
子は和して而して同ぜず」との意を取つて、和同會といつたもので、毎月土曜日の午後を以て開會し、演説又は討
論の響古をしたが、余り振はなかつた。
　明治十年に井上等が上京してから、一時廃滅の形になつてゐたのを、明治十四年三月二十九日に、時の先生田中
春回２・長尾平藏３の提議で再興されたもので、毎月第一・第二土曜日に開會された。この時には生徒は競うて演説
1   井上圓了（1858-1919）は哲学館を創立した仏教哲学者である。その後、哲学館大学を経て現在の東洋大学となる。
2   田中春回（1833-1911）は、長岡藩士で明治維新前の藩校である祟徳館から長岡学校にかけての漢文の教師である。その後
も長岡にできた女学校の教師としても活躍する。
3   長尾平藏（1858-1908）は、長岡藩士で国漢学校の教師で数学を主担当とし、長岡洋学校、長岡学校の舎監を務めていた。
長岡社の創設者でもある。
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しようとするので、後には抽籤で演説者の順番を定めるに至つた。君はこゝで、盛んに演説の響古をしたものである。
この十三・四年頃は、自由民権論の諸國に沸騰した塒代で、長岡でも草間時福４などいふ著名な政論家を聘して北
越新聞を發行し、また船江町の柳月座には、定期の政談演説會が開かるゝといふ有様だつたので、君等もこの頃から、
政治に甚大な興味を覺ゆるに至つた。生徒有志は、報知新聞や大阪の日本立憲政黨新聞を取寄せて、種々な論題を
捉へ、盛んに政治論を戰はした。又東京に遊學する人々へ通信代りとして、政治論説を新聞紙大の紙に書き込んで
送つたこともあつた。
　十五年四月、自由の神と謳はれた板垣退助が、岐阜で刺客の刃に倒れた、と聞くや君は廣川廣四郎・川上淳一郎５（後
の代議士）外四・五名の者と急遽和談を纒め、鄭重な見舞状を送つたりした。
　自由黨! 自由黨!と紅顔の少年が謳歌して居る内に、黨の幹部かなんぞの氣になつて、同志川上淳一郎の室内に、
看板を高々と掲げたものだ。曰く「北越青年自由黨事務所」そして君等は、長尾舎監に叱られて、撤去を命ぜられた。
然し板垣伯への見舞状は、この北越青年自由黨の名で發せられたのである。
　投書も盛んにやつた。北越新聞や大橋佐平６の越佐毎日新聞、大平與文次７の長岡日報に君等の名文（？）が掲載
されたのである。
　智識に飢えてゐる君は課外の智識を得やうと、北越新聞主筆の草間時福が、定塒の演説會を開けば、必ず傍聴に
行き梛野直８・土屋哲藏（三の誤りか）９・藤野友徳10等が、通俗講演會を毎月表町小學校に開けば、そこへも出席
してゐた。
　　　　　　（中略）
　さて長岡學校の科目は、前述の三科目が主であるが、英語は城泉太郎の擔任でミルの代議政体・ギゾウの文明史・
サーゼントのリーダー・ミツチエリの地理書・バーレーの萬國史・クロツケンボスの米國史
　等で、漢文は田中春回の教ふるところ「日本外史・十八史略」數學は長尾平藏の受持で、算術・代數・幾何であつた。
　組は英・漢・數の三組に分れ、英語の一年生も、三年生も一組の中に交つて居るので、一學科毎に、うち各々生
徒の組が幾つにも分かれた。全生徒を合して五十人程、その中寄宿生は二十五人だつた。
　一年二回の試験があり、寄宿生の方が、通學生より一般に成績が良かつた。それは當時寄宿含には、遠方からの
秀才が集つてゐた關係であつたらう。
　　　　　　（中略）
　クワツケンボスの小米國史、少し進んでグードリツチの英國史とかビルマン史、ウヱランドの小經濟論、ピネオ
の文典、カツトルの人身窮理書、ロスコウの化學書、更に進んではギゾウの文明史、ホーセツトの經濟論、ミルの
代議政体論、最上級になるとミルの自由論や利學正宗などを讀ましたものだ。漢學の初年には通鑑攬要・皇朝史略・
日本外史などより始め・十八史略・元明清史略・進んでは文章軌範・唐宋八家文・資治通鑑などもあつた。
　藪學は算術・代藪・幾何・三角まで教授したが、要するに各科共、随分幼年生徒の頭腦には突飛の詰込み主義で
あつた様に思はれた。
　藤野善藏氏の推薦に依り城泉太郎氏が教頭として來任し、專ら英學の教授を擔任して居られ、田中春回氏が漢學
4   草間時福は、松山英学所初代校長で愛媛県下の自由民権運動やマスコミに少なからず影響を与え、自治社、松山公共社の
社員となり『海南新聞』（現『愛媛新聞』の前身）の編集にも当り、民権運動にも積極的に関わった。
5   川上淳一郎（1865-1931）は庄屋の家系に生まれ、明治16年に栃尾銀行の取締役、改進党に入党し、同29年に長岡銀行取締役、
同39年県会議員、同45年衆議院議員当選。養蚕業組合にも貢献した。
6   大橋佐平（1835-1901）は酒造業の家に生まれ、明治５年に三島億二郎、田中春回らとともに長岡洋学校を創立した。同6
年に長岡郵便局長、同14年には「北越新聞」ついで「越後毎日新聞」を発刊した。また同20年には出版社の「博文館」を
設立、同29年には北越石油の取締役となっている。
7   大平與文次（1839-1896）は庄屋の家系に生まれ、大橋佐平とともに「越佐毎日新聞」を発行したが、すぐに退社して「長
岡日報」を発刊する。
8   梛野直（1842-1912）は庄屋の家に生まれるが、藩医の梛野家の養子になる。祟徳館と国漢学校の教師で医学を教えていた。
明治５年の学校令により小学校に変わるときに、陸軍軍医を経て長岡会社病院を設立した。
9   土屋哲三（1833-1898）は、藩医の家系に生まれ長岡産婆学校を設立、梛野直とともに自由民権運動を行ってきた。
10  藤野友徳は大橋佐平とともに『北越雑誌』の発行し、雑誌の主筆である。この雑誌は、明治９年から２年間だけ発行され
娯楽と啓蒙を中心としたものであったようだ。
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の主任、長尾平藏氏が數學の主任、外に酒井久三郎11・丹路仲徳・小坂部勇吉12・牧野鈔人13氏などが英學や數學・
漢學の助手14をして居られた。
解説
　学校令によって国漢学校は明治４年に小学校として再スタートを切るが、すぐに旧藩校の教員が長岡学校の前身
長岡洋学校を作るにいたった動機は想像に難くない。広井一がこの学校にいたのは15歳（明治12年）から18歳（明
治15年）の間である。長岡洋学校から長岡学校になって３年目、藩校の国漢学校の時代から８年目で、藩校の色彩
を強く残し学問を学ばせる場であったようだ。政治経済を英語の原書で学ばせており、現在の大学かそれ以上に相
当する教育であった。
　この当時入学者は15歳であるから、元服するあたりの年齢の学生で、かつ士族階級の子弟が多く在籍し、学生が
自ら社会を動かさなければならないという自覚が強かったようだ。実際に当時学生であった井上圓了が現在で言う
ところの学生自治会に近い和同会を組織し、日本の政府の在り方などについて討論会や演説会を行うなどに現れて
いる。
　また、教師も自ら政治活動を行っており、和同会衰退後に当時の教員である城泉太郎15・田中春回・長尾平蔵・
酒井久三郎らが民権運動の演説を行っている。
Ⅱ　長岡学校廃止問題（81-86ページ）
　當常時財界不況の爲め、民費はなるべく緊縮すべしとの聲が高くなり、學校の如きも、出來るだけ減じて、町村
の負擔を輕減すべき必要に迫られてゐた。そのため文部省は、明治十九年四月勅令第十五號を以て、中學程度の學
校を町村組合の協議費を以て支辮、設置することを禁じ、若し中等校の必要あらば、地方税を以て一縣一校の割合
にて設置すべし、と規定したのである。當時縣下には、市町村の設立にかゝる中等程度の學校は、長岡・高田・小
千谷・柏崎・新發田・村上の六ヶ所にあつた。即ちこの六ヶ所全部が、右の勅令に依つて、廢止のやむなき蓮命に
陥り、爲めに縣下の中等學校は、此處に全滅せねばならぬ状態に立ち至つた。
　高田・新發田・村上・小千谷・柏崎は既に止むを得ずとなして閉鎖を決議した。しかし長岡學校のみはこれを肯ぜず、
田中春回を始め、長尾平藏・小坂部勇吉・石井重吉・川上淳一郎・野本松二郎16・長谷川三男三郎17・高橋牛三郎18
の諸氏及び君等教職員や、事務員は教育上の一大痛恨事として、その存續方を日夜熟議した。その結果町村組合共
立の長岡學校は一旦廢校届を出し、更に名目を私立長岡學校と改めて、以前の内容を攣更せずして、繼續して行つ
たら、どうかと云ふことになつた。そこで君等は明治十九年十二月三日、從來の組合委員の人々に會合を請ひ、
　我々は熟磯の結果、かゝる決心を以て、この學校を繼續することにした。どうか資本金と校舎、その他建築物・
機械類等を貸與して頂きたい、貸してさへ貰へれば我々は無給料でも差支ひない、飽までこの學校を維持して行き、
立派に發展せしむる覺悟である。
　と次の學稜私議草案を提出し、誠意を披露して諮つたところ、委員側は
11  酒井久三郎は、元長岡藩士で国漢学校と長岡学校の教員を務めた。
12  小坂部勇吉（生没不明）は、元長岡藩士で長岡洋学校、長岡学校の教員を務めた。
13  牧野鈔人は、明治15年『時事』仮編集長であったとき、東京府会議長から内務卿に宛てた「郡長区長公選を希望するの建議案」
を掲載したことが、新聞紙条例の禁ずる無許可での上書建議の掲載に当たるとして、罰金刑を言い渡されている。
14  ここでいう助手は、ほとんど学校卒業してすぐの人がなることが多く、今で言うところの助教のような扱いである。年齢
が近いせいもあり、交流が深かったようだ。
15  城泉太郎（1843-1891）は、藩校崇徳館で学び、三島郡入軽井村遠藤軍平塾を経て、明治３年慶応義塾に入塾した。この間
に戊辰戦争に参加し、会津・仙台に難を避けている。５年秋、慶応義塾の大試験で、４・５・６年の試験を受けて卒業し
ている。その後６年に慶応義塾教師、９年に徳島慶応義塾分校長、11年４月土佐立志学舎教師を歴任した。長岡学校には
11年９月から16年３月までの４年間半在職した。
16  野本松二郎（1841-没年不明）は、明治25年の頃から同盟石油、越後製油、地獄谷石油、越後製油、古志谷石油、帝國鑛業、
長岡米穀取引所、帝國鉱業、東北石油、竹平石油、榎石油、北平石油、長岡製油、金越石油、長岡二品取引所の取締役を
務めた。改進党に所属し廣井一とともに不平等条約改正の建白書を提出している。
17  長谷川三男三郎（生没不明）は、幕末庄屋割元格で区長ののち明治13-20年にかけて新潟県議会議員を務めた。
18  高橋牛三郎（生没不明）は、元長岡藩士で国漢学校と長岡洋学校と長岡学校の教師を務めた。
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　「校の名義を私立に改むるとも、從來の敢育方針を攣へずに繼續して行くなら、必要なものは貸與しよう」
　と賛意を表したので、漸く存續出來得るやうになつたのである。
　熱誠溢る學校私議草案
　世運日に進み智識藝術の競争唯斯時を盛なりとす、靑年人士小學卒業、直に世務に就んとするも、何ぞ以て世間
に立て、共に馳驅するを得んや、官新に學命を布き、規模大に備れり、然共限あるの學校猶未だ以て、邊陬僻地の
諸生をして遍く其所を得せしむるに足らず、且貧●（ツブレ）にして、學資の充備を欠く者多きを如何せん、側に
聞く官の主旨貧民課賦の負●（ツブレ）弛へ、富有有志者の寄附を以て學事に供せんとするに在り且民間の士、都
會遊學を卒て郷里の教育に熱心なる者亦往々此に注目する所ありと、諸友の報に依れば静岡縣英華學校19の教師は、
定りたる給料なく、皆篤學の有志者にて成立ち、各其得る所の科目を以て業務の餘暇に教授す、實費少數の資額を
以て維持するを得、又廣島縣商業學校20は教師僅少の給料を以て業務の餘暇に教授し、資金闕亡の際に至ては、一
の有志者育て之を補助し、校中一切の事務は悉く教員の兼務する所に成る、其他某學豫備校・私立某校の如き指を
屈するに遑あらず、若し方法其機に適し、紀約其宜を得ば今目此の如き義塾を地方に設るは、最必要有益の擧と爲
すべし、
　舊長岡學校は縣令に依て、既に閉校せり、然れ共在來人民より募集する所の資金及書籍器械校含の遺存する者あ
り、固より之を無用に歸せしむ可きに非ず、但其資金僅に七千餘圓の少數なるを以て、亦之を以て完全の維持を望
む可らず、故に在來の資金は固より、在來の名義を儼存し、一二主任者をして之を管理せしめ、之より生ずる所の
利子を以て、原資となし其足らざる所は、更に有志者の寄附を仰で、之を補充し以て新に一の義塾を設畳すべし、
果して然らば一は以て資金を無用に歸せしめず、一は以て地方貧生就學に便し都會遊學の基礎を爲し、從來の日的
を達するを得べし、若しそれ在來の資金を分割還附する者とせんか、是尤下策にして九仞の功を一簣に虧くする者
なり、固より少數なる資金を更に幾數十分に分割すれば殆零細其益を見る無きに至るべし、且其出所の原因参差錯
雑なるを以て、之を平等に分配するは固に爲し得可らざる者なり、若し又資金を保存して其利子の増殖を待つとせ
んか金利低落の今日を以て、之を見れば十數年の久を歴るに非れば以て一の小事業を起すに足らず、是又座して黄
河の清を待に異らず、若し又尋常小學校其他の費額に立用するとせんか、學校其性質を異にするは書籍器械は、過
半其用に適せず、校舎の如きも亦幾分の改築を要すべし、况や此目的に由て、甲地の人民より募集するの資金を移
して、彼目的に於て乙地に施用するは固より其當を失ふに於ておや、但望む所は地方教育に篤志なる其人あつて、
少しく之を補給するの慈仁を得ば、依て以て目的を達するを得べき而己、夫れ此學校明治五年十一月創立にして、
長岡洋學校と稱せしより今茲十九年迄十五年間盛衰攣遷ありと雖も、其間此校の生員にして、出でゝ都會大中學を
卒業する者種々の學稜に在學する者、種々の業務に就く者、無慮百數十名に下らず、是其基礎を此校に得る者なし
と謂ふべかず、然れば此校之を既往に徴して全然益なしと謂ふ可らず此校を保存するの議亦已むを得ざる所以なり、
今此旨趣に由て假に其費目の支出收入の概算を立て、將に附記して以て參考に供す、是を第一の目的とす、雖然財
政困難・民費多端の今日に在て有志其人を得ずして資金を補給する能はざれば意に是目的を達するを得ず、此に於
てか他の補給を仰がず、獨り在來の資金の利子を以て、之を維持するの方案無かる可らず、果斷を以て諸費目を減
少し、百事簡易切實を旨とし、地方學生を勸誘して一社を結び、業務の餘暇を以て、各其得る所の科目を受持たし
めば、亦以て地方教育の一端を補け義務を執るに足る者無きに非ず、猶廢止に勝る事萬々なり、其資金の充備せざ
るを以て後來の衰替を過慮するは際限あらずと雖も今此目的は有志の地方に報る義務を基として、義塾を立るに在
れば、此主義の貫徹する間は、飽迄も貫徹すべし若し一人も之を賛する者無きの時は即此義塾の亡る時なりとあき
らむべき而己、又此旨趣に由て假に此費目支出を概算し、別に之を附記して參考に供す、是を第二の目的とす、其
詳細の條目に至ては筆録に遑あらず一々議員當局者の裁定に任ず、
　明治十九年十月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中春回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾平蔵
19  佐倉信武が明治19年に設立した静岡高等英華学校のことと思われる。
20  現在の広島県立商業学校である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小坂部勇吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井重吉21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上淳一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣井一
解説
　元々藩校であった国漢学校が明治５年に長岡小学校として再出発するのだが、以前に教えていた内容とレベルに
極端な差があり、翌年には旧藩校の教師は長岡洋学校として分離する。その後明治９年に長岡学校に変更するのだ
が、県に１つ以上の中学校を認めない、すなわち県の補助がないことをきっかけに他の地域、例えば小千谷や高田
は学校運営から撤退するのだが、国家の出先機関である県庁と旧長岡藩士の戦いは県立中学校になる明治29年まで
続く。
　この私議が出されたときは、新潟県によって中学校化することが認められなかったため学校を維持するための意
見書である。最も困難であったのは運営資金の確保であり、この頃キリスト教系の学校（北越学館）による買収提
案や後の北越鉄道設立で広井と協力するようになる山口権三郎からも買収提案がなされている。北越学館の提案は、
新潟県に仏教の信者が多いこと、急速に欧米の文化を取り入れたことへの反動もあって、感情的な反応もあったよ
うだ（新潟県プロテスタント史研究会編1990）。山口権三郎の提案を断った理由については定かではないが、山口
は当時実業学校を作ることを訴えており、教育方針の違いが原因となっている可能性が高い。
　いずれにせよ、資金のめどが全く立たない状態での断りだったため、すぐに行き詰まるところとなった。結局、
三島郡と古志郡の町村が出資する組合による運営形式をとることとなる。
　史料にもあるように、教員は原則無給であったため教員の確保が課題となった。実際に他県出身の教員は数カ月
で抜けていき、特に英語の教師の確保が問題だったようだ。この経緯は「長岡教育史料」に詳しい。
　地元出身の教員は、例えば広井一は越佐新聞の記者、川上淳一郎は石油会社などと、他の職業と兼務しながら勤
めていた。さながら長岡学校が異業種交流会のようになっており、ここでの人脈がその後の北越鉄道や長岡銀行の
創設に大きく影響するところとなる。
　これと同時に広井一は長岡社ともかかわっていくことになる。長岡社は、貧窮士族の奨学を目的としていた。広
井は平民階級出身であるが、長岡学校に学生としても教員としても関わっていることから、この構成員として参加
しており、士族階級と太いパイプを持つきっかけとなっている。
Ⅳ　越佐毎日新聞
大橋新太郎22から広井一への手紙（176-178ページ）
　拝啓、秋冷の候愈よ御清康の山奉賀上候、過般は保安條例御解禁にて出京、御自由の段御満悦の次第と存じ候、
着京以來塒々御訪問も可致の處、久しく御疎遠に打過ぎ却て過日來爾度、御芳翰を辱ふし、疎慢の程慙謝の至に御
座候。
　着京以來、隔月位には一回宛歸省の心意に候處、意外の多忙と相成り、殊に近來は雑誌出版の外に書籍の出版相
始め候處、一層繁劇を加へ、實に寸暇も無之、本月も大日本織物誌・通俗政治演説・大日本用文大全の三冊印刷中
に御座候、來月も歴史・經濟・地理の三書出版の績きにて、目下編纂中に御座候次第にて、彼是御疎遠に相成り候
段不惡御承引下され度候、小宮山・小池其他へも宜敷御鳳聲下され度候。
　新聞も、松井氏執筆の際よりは、御盡力にて地方の人情と適切仕り候間、追々紙數も増加仕る事と存じ候、今回
改良意見案御照介相成り、小生に於ても賛成の項目も有之候へども、近日中に拙父歸宅仕り候間、其節確と取極め
可申候、新聞印刷洋紙は本日出帆の汽船にて遞迭仕り候分は、先般の分よりは上等に御座候。
21  石井重吉は、長岡藩士で維新後長岡洋学校と長岡学校で教員を務めた。
22  大橋新太郎は、大橋佐平の息子で東京瓦斯会社取締役、大日本麦酒取締役、衆議院議員、第一生命保険設立、日本書籍設
立した。
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　新潟の諸新聞追々改良仕り候間、越佐新聞改良も是非にも實施の場合と和成り候間、小生に於ても改良の考案も
有之候へども、何分前陳の如く小生も時々歸宅仕り候事も出來不申候間、此際断然有志諸君へ譲渡候心得にて、委
細野澤氏へ申上候間、何卒御協議の上、譲受後の組織、其他御考案御申越下され度希上候。
　尤も先般拙父より行違ひの爲め彼是申上候へども、別に存意有之候次第にも無之、今般愈よ譲渡と次心仕り候用
相成るべくは、拙父出立前に御見込詳細御打合せ下され候はゞ、至極好都合に御座.候、精々双方便釜の様御相談取
極め申し度候、尤も確定仕る前は他へ御話無之様希上候、左も無之候ては却て故障出來致し不都合に候、右御含み
下され度候。
　大橋書店其の他の事につき種々御配慮下され難有奉鳴謝候、右も新聞の一條確定次第、更に改新可仕候、先は右
御回報迄、此の如くに御座候。
明治二十一年十二月十二日
大橋新太郎拜
廣井一様
　　侍史
（186-187ページ）
　前記の如く、清水・大橋両人の資力は最早頼みとするには足らぬ。此處に於て君は、他の有志と圖つて、再興の
道を講ずるより外途は無いと、清水に因果をふくめ、九月十四日有志大會を開いて、其の議決に一任すべく、君の
名を以て同志の會合求めた。然るに當日の來會者は僅かに小林清 （君の妹婿）一人だけであつた。此の状態に君は
痛く失望し、君は維持を斷念せんかとも考へたのだつたが、翠十五日莫逆の友、川上淳一郎が來岡したので、君は
飛び立つ如くに喜び、同君と呉服町の青善に會して、これが善後策凝義した。數刻に亘る熟磯議の結果、更に廣く
縣下の同志に訴へてこれを維持すると云ふ方針を定めた。依つて君と川上は翠十六日、久須美秀三郎23（前社長）
を訪ふべく、先づ與板に同志三輪潤太郎24を訪問して、その賛成を求め次いで小島谷に久須美を訪れて來意を告げ
た。久須美老は最の選擧戰に失敗したが、毫の失望の色なく、選擧の勝負は一時の出來事だ、新聞事業は永遠の大
事であるから、失望することなく、初志に向かって邁進すべきだ。自分も進んで一員となり、賛助すると大に君等
を激勵し、尚ほ南蒲原の澁谷初次郎25を初め有力者の勸誘をも引受けてくれた。これに力を得て、君等は古志・三島・
北魚沼・南蒲原・刈羽五郡の有志者に檄を飛ばし、その第一回協議會を常盤樓に開會し、次で十月十三日・十四・
二十・二十一日の數回協議を重ねた結果、長岡日進社を組織し、資金を據出して清水・大崎両人より越佐新聞を譲
り受くる事を決した。この會合に出席した人々は、久須美秀三郎・三輪潤太郎・澁谷初次郎・野本松二郎・二國萬
23  久須美秀三郎（1850-1928）は、旗本知行所代官の子として生まれ、柏崎県の第二大区副大区長を務めた。日本石油を設立
し、長岡銀行、与板銀行、寺泊銀行、北越鉄道の取締役を歴任した。明治12-15年、19-22年に県議会初当選後副議長、同
35年からは衆議員となる。
24  三輪潤太郎（1865-1940）は、与板町の豪商大坂屋の11代目当主であった。与板銀行を設立、キリスト教系の学校北越学館
を支援し、明治26-31年新潟県議会議員、31-35年衆議院議員を務めた。立憲改進党所属。
25  渋谷初次郎（1861-1904）は、見附の地主階級に生まれ金融会社広融会設立、北越鉄道の発起人農工銀行の大株主で、明治
26-28年新潟県議会となった。
26  二國萬次郎（1861-1913）は、帝國鉱業の取締役と明治23-30年新潟県議会議員、北越新報を歴任。
27  宇宙太は、明治12年村議、戸長、村長、23年長岡学校委員、養蚕業に貢献した。
28  大塚益郎は山口権三郎の実弟で、酒造業、県議、殖産協会の会員で、小千谷銀行の取締役をしていた。
29  渡邊萬治（1851-1922）は、公立病院魚沼郡病院設立、製糸改良共同組合設立、明治16年-24年新潟県議会議員を務めたのち、
北海道へ移住した。
30  大崎二六郎（1870-1925）は、明治33-39年に新潟県議会議員を務める。後に栃尾町長を務め栃尾鉄道の敷設、電話架設、
織物業の振興に努めた。
31  土田元郎は、東北石油（監査役）、帝國鉱業（監査役）、越見倉庫（支配人）のあと、織物用機械の製作に乗りだしたが失
敗した。東京日日新聞 1913.9.24-1913.10.7（大正２）
32  近藤衛（1849-没年不明）は、地主階級の子として生まれ明治30-32年に新潟県議会議員を務める。
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次郎26・小林宇宙太27・大塚益郎28・深井清一郎・渡邊萬治29・大崎二六郎30・土田元郎31・廣川幸四郎・近藤衛32の諸
君と川上淳一郎並びに君とであつた。
　解説
　広井一は教員時代に勤務していた越佐新聞を買い取ることになる。そのときの手紙である。ここにある保安条例
とあるのは、広井一が教員１年目のときに立憲運動で皇居に陳情書を出したため、東京から追放されたことを指し
ている。川上淳一郎とともに、東京と長岡で政治活動を行い、その活動手段に新聞を選んだ。当時、広井一は22歳
で血気盛んな時期であったとはいえ、現役の教員が起こした事件としてはかなり注目すべきである。この事件を田
中春回に報告しているが、不問にふせられたようだ。
　というのも、長岡学校が先に述べたように県の補助が受けられないことをきっかけに反中央政府的側面が強く、
教員も学生も和同会を通じて政治活動を行っていたため、信念を持って言動一致をもって行ったことであるから咎
められるべきではないという風潮だったようである。また、ランプ会の後を追うような形で殖産協会という政治を
中心とするグループが形成され始める。ここでの新聞と学校での活動が表出した感がある。
　この後、明治20年ごろにはかなり石油が産出するようになり、その産出量により石油会社の株価は乱高下した。
その情報を伝えるメディアとして長岡新聞は大きく影響を与える存在となる。支局は新潟県内とどまらず、東京・
大阪、前橋、高崎、桐生、沼田と広がった。
　しかし、当時の新聞を読むと石油の噴油を知らせる記事があっても、翌日には何も無かったかのように報道され
ないことがあり、当時の石油関連の記事の信憑性は疑わしいものもある。
Ⅴ　長岡銀行設立（231-232ページ）
　日清戰役後、日本の經濟状態は頓に勃興し、金融機關の働きを待つ必要を漸く感ずるに至つた。越後でも故山口
權三郎・久須美秀三郎・大塚益郎・澁谷初次郎・澁谷善作33の諸氏が時代の波に乗つて、長岡に一銀行を設立する
の計書を立てゝゐた。
　明治二十九年の春、臨時縣會を終り、長岡へ歸つた時、あだかも山口・久須美・大塚の諸氏が銀行創立の相談中で、
君と同じく縣會から歸郡の途次、長岡へ立寄つた三輪潤太郎・廣川莊次（二の間違いか）34・長谷川儀左衛門35・星
名佐藤次（治の誤りか）36・川上淳一郎・鈴木義延37の諸氏にもこれが賛成を求めた。君は常時の經濟社會が潑刺と
して活氣付き、金融機關の設備が益々大切の時機となつて居るのに鑑み、誠に時機を得た計畫であるとして、欣然
設立に向つて、盡力すべきことを誓ひ、他の有志をも勸誘する意志を表明し、發起人の相談會に出席した。かくて
發起人としての持株を申込み、密接なる關係を新銀行設立に向つて結び、その創立に封し盡力することゝなつた。
　新銀行は「長岡銀行」と稱し、資本金五十萬圓を以て、設立すべく、先づ定欺の作成、出願の手續き、株式の募
集等、種々の事務あるが故に、發起人中より常務委員を定むるの必要があり、君及び澁谷善作が、この常務委員に
擧げられた。そこで澁谷は登起の事務打合せが大休すむや、銀行事務見習として上京、安田銀行に於て、見學する
ことゝなり、君は長岡に止まつて、川上淳一郎と共に、定欺の基礎、事業目論見書等を作成し、これを大藏大臣に
提出し、訂正等の注意を受くる時は、不都合の箇條を訂正し、且つ同省ようの照會に封して、回答する要務に當る
と共に、發起人の協議會、株式の申込み決定、拂込金通知等の諸務に當つてゐた。
　かくて長岡銀行設立の認可があり、明治二十九年十一月十日開業の運びに至つた。君は創立事務擔當者の一人と
33  渋谷善作（1864-1931）は、長岡学校を卒業後慶応義塾に進学し、長岡女学校の校長を務め長岡銀行設立にかかわり頭取と
なる。その他、日本石油、北越鉄道、北越製紙の設立にかかわり、長岡市議会議長、長岡商工会議所会頭を歴任する。
34  廣川莊二（1850-1903）は、地主階級に生まれ副大区長を務め、明治28-30、32-36年新潟県議会議員を務める。）
35  長谷川儀左衛門（1851-1925）は、地主階級に生まれ明治26-30年にかけて新潟県議会議員（改進党所属）、三島郡会議員、
村長を務める。
36  星名佐藤治（1850-1926）は、地主階級に生まれ十日町銀行の取締役を務めていた。明治24-25年、36-40年県議会議員（進
歩党所属）を務める。
37  鈴木義延（1862-没年不明）は、長岡学校教員ののち明治28-36年にかけて新潟県議会議員（改進党所属）を務め、後に村
長となる。
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して、又將來實業界に身を投ずるも可なりとの考へから、創立と同時に同行入り常務を執ることとなつた。從つて
越佐新聞社の要務霧を親しく見ることが出來なかつた爲め、明治二十九年の暮から、同新聞の常務を辭するに至つ
た。
　解説
　これも長岡学校を中心とする人脈の広がりを表したものである。長岡学校は明治32年に県立中学校になるが、こ
の時代まで来ると長岡学校は、教員よりも長岡学校の卒業生によって産業クラスターの広がりが始まる。
　ここで注目すべきは、長岡学校が倒産危機にあったときに買い取りを提案した山口権三郎が長岡銀行の設立にか
かわっている。また、山口は初代新潟県議会議長であり、広井一は県議会に初当選している時期でもあり、協力関
係を結びやすい状態であったろう。
　当時、中越の中心的な銀行は六十九銀行であるが、これらの運営者は元教員あるいは旧藩士である。これとライ
バル関係となる長岡銀行を明治維新以降に教育を受けた新世代が設立し、これ以降運営していくところとなる。
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